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人工知能技術と脳ビッグデータに基づく
精神疾患バイオマーカの開発と個別化医療の実現

脳回路バイオマーカ

研究成果:複数種類のデータセットから表現学習しながら因果関係を発見する方法

因果探索
あらゆる分野で重要。メカニズムの解明・制御など様々な応用
介入実験に基づく推定が有効。ただし多くの時間とお金がかかる。
データ駆動的な推定も可能。ただし十分な仮定が必要。

従来法の課題
各ノードが一つの変数を持つと仮定。多次元の場合は？
変数が直接観測できると仮定。未知の観測混合があったら？

提案法：多次元因果探索＋表現学習
（仮定）潜在変数が多次元的な因果構造をもち、そこからの非線
形混合によって観測信号が得られる。
（同定性）潜在因果構造にいくつかの仮定をもたせることで理論
的な同定性を保証（非対称性や成分間の因果構造の違いなど）。
（推定法）自己教師学習。成分間の因果構造の違いを利用。
（結果）従来法よりも高い精度で推定可能。

今後の課題
脳活動の精神疾患との因果関係に基づくバイオマーカの開発。
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